
卒業式を挙行
（１） 　　　第５９６号日 本 歯 科 大 学 新 聞2011年（平成２３年）３月３０日

本学のシンボルマーク

第100回
両
学
部
170
名
が
巣
立
つ

�
卒
業
証
書
番
号
№
一
九
九
〇
二
号
に

日
本
歯
科
大
学
第
一
〇
〇
回
卒
業
式
（
学
位
記
）
授
与
式
は
、
三
月
中

旬
両
学
部
に
お
い
て
挙
行
し
、
一
七
〇
名
の
学
士
（
歯
学
）
を
送
り
出

し
た
。
あ
わ
せ
て
日
本
歯
科
大
学
大
学
院
第
四
十
八
回
修
了
式
が
催
さ

れ
、
三
十
三
名
の
博
士
（
歯
学
）
に
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、

東
京
短
期
大
学
と
新
潟
短
期
大
学
の
卒
業
式
も
挙
行
さ
れ
た
。

生
命
歯
学
部

　

生
命
歯
学
部
の
部
は
、
三

月
十
一
日
に
生
命
歯
学
部
富

士
見
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
大

学
院
第
四
十
八
回
修
了
式
を

併
催
し
て
挙
行
さ
れ
た
。

　

定
刻
午
前
十
時
、
司
会
の

鈴
木
洋
一
庶
務
部
長
が
開
式

第
48
回
大
学
院
修
了
式
を
併
催

を
宣
し
た
。
ま
ず
ク
ラ
ス
主

任
の
今
井
一
志
教
授
よ
り
、

平
成
二
十
二
年
度
卒
業
生

一
〇
五
名
の
氏
名
が
呼
び
あ

げ
ら
れ
、
小
川
あ
ゆ
み
さ
ん

が
代
表
し
て
、
中
原
泉
学
長

よ
り
、
栄
え
あ
る
卒
業
の
証

と
し
て
学
士
（
歯
学
）
の
学

位
記
を
授
与
さ
れ
た
。
つ
づ

け
て
各
賞
の
受
賞
者
に
対
し

賞
状
等
が
授
与
さ
れ
た
。

　

つ
い
で
大
学
院
生
命
歯
学

研
究
科
委
員
の
砂
田
勝
久
教

授
よ
り
、
生
命
歯
学
研
究
科

博
士
課
程
修
了
生
二
十
名
の

氏
名
が
呼
び
あ
げ
ら
れ
、
一

人
ひ
と
り
に
、
研
究
の
成
果

を
証
す
る
博
士
（
歯
学
）
の

学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。

　

つ
ぎ
に
中
原
学
長
と
佐
藤

田
鶴
子
大
学
院
生
命
歯
学
研

究
科
長
が
告
辞
（
別
掲
）
を

述
べ
た
。

　

つ
づ
い
て
在
学
生
を
代
表

し
て
第
五
学
年
の
佐
藤
裕
介

君
が
先
輩
を
送
る
送
辞
を
述

べ
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
那

須
真
奈
さ
ん
、
修
了
生
を
代

表
し
て
佐
藤
宏
和
君
が
答
辞

を
述
べ
た
。

　

第
一
〇
〇
回
卒
業
を
記
念

し
て
、
代
表
の
中
島
慎
太
郎

君
に
中
原
学
長
か
ら
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

終
り
に
祝
電
が
披
露
さ
れ
、

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
た
。

新
潟
生
命
歯
学
部

　

新
潟
生
命
歯
学
部
の
部
は

三
月
十
八
日
に
新
潟
生
命
歯

学
部
講
堂
に
お
い
て
大
学
院

第
四
十
八
回
修
了
式
を
併
催

し
て
挙
行
さ
れ
た
。

　

定
刻
午
前
十
一
時
、
開
式

に
先
立
ち
司
会
の
大
場
憲
栄

事
務
部
長
は
、「
一
週
間
前
の

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の

方
々
に
心
か
ら
の
お
見
舞
い

を
申
し
あ
げ
、
犠
牲
と
な
ら

れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
」
と
述
べ
、
参
会
者
一

同
起
立
し
て
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

つ
ぎ
に
開
式
を
宣
し
、
ク

ラ
ス
主
任
の
五
十
嵐
勝
教
授

よ
り
、
平
成
二
十
二
年
度
卒

業
生
六
十
五
名
の
氏
名
が
呼

び
あ
げ
ら
れ
た
。
野
本
高
志

君
が
代
表
し
て
、
中
原
学
長

よ
り
、
栄
え
あ
る
卒
業
の
証

と
し
て
学
士
（
歯
学
）
の
学

位
記
を
授
与
さ
れ
た
。
つ
づ

け
て
各
賞
の
受
賞
者
に
対
し

賞
状
等
が
授
与
さ
れ
た
。

　

つ
い
で
大
学
院
新
潟
生
命

歯
学
研
究
科
長
の
下
村
浩
巳

教
授
よ
り
、
新
潟
生
命
歯
学

研
究
科
博
士
課
程
修
了
生

十
三
名
の
氏
名
が
呼
び
あ
げ

ら
れ
、
一
人
ひ
と
り
に
、
研
究

の
成
果
を
証
す
る
博
士
（
歯

学
）
の
学
位
記
が
授
与
さ
れ

た
。
田
巻
友
一
君
に
研
究
発
表

優
秀
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

　

つ
ぎ
に
中
原
学
長
、
小
倉

英
夫
新
潟
生
命
歯
学
部
長
、

な
ら
び
に
下
村
研
究
科
長
が

告
辞
（
別
掲
）
を
述
べ
た
。

　

つ
づ
い
て
在
学
生
を
代
表

し
て
第
五
学
年
の
飯
野
華
絵

さ
ん
が
先
輩
を
送
る
送
辞
を

述
べ
、
卒
業
生
を
代
表
し
て

野
本
高
志
君
、
大
学
院
修
了

生
を
代
表
し
て
小
澤
誠
君
が

答
辞
を
述
べ
た
。
終
り
に
卒

業
生
を
代
表
し
て
高
橋
理
恵

さ
ん
に
、
第
一
〇
〇
回
卒
業

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

東
京
短
期
大
学

　

東
京
短
期
大
学
の
卒
業
式

は
、
三
月
十
日
午
前
十
時
よ

り
生
命
歯
学
部
富
士
見
ホ
ー

ル
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。

　

ま
ず
第
三
十
八
回
歯
科
衛

生
学
科
卒
業
生
六
十
名
と
、

第
四
十
二
回
歯
科
技
工
学
科

卒
業
生
三
十
名
の
氏
名
が

呼
び
あ
げ
ら
れ
、
小
口
春
久

学
長
か
ら
栄
え
あ
る
卒
業
の

証
と
し
て
、
各
学
科
の
代
表

に
短
期
大
学
士
（
歯
科
衛
生

学
）
と
短
期
大
学
士
（
歯
科

技
工
学
）
の
学
位
記
が
授
与

さ
れ
た
。

　

つ
い
で
第
二
回
専
攻
科
歯

科
衛
生
学
専
攻
修
了
生
六
名

　

卒業生に告辞を述べる中原学長（３月18日・新潟）

学位記を手渡される卒業生代表（３月11日・東京）

謹
ん
で 

お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ
ま
す

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り 

被
害
を
受
け

ら
れ
た
皆
様
に 

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す

一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

 

学
校
法
人
日
本
歯
科
大
学

 

中 

原 　

泉

 

教
職
員
一
同

と
第
四
十
回
専
攻
科
歯
科
技

工
学
専
攻
修
了
生
十
四
名
に

修
了
証
が
授
与
さ
れ
た
。
あ

わ
せ
て
、
歯
科
衛
生
学
科
卒

業
生
全
員
に
、
東
京
都
訪
問

介
護
員
修
了
証
明
書
が
授
与

さ
れ
た
。

　

つ
ぎ
に
小
口
学
長
が
告
辞

を
述
べ
、
来
賓
祝
辞
と
し

て
、
住
友
雅
人
生
命
歯
学
部

長
は
、
「
昨
年
四
月
の
診
療

報
酬
改
定
に
よ
り
、
歯
科
技

工
加
算
と
術
後
専
門
的
口
腔

衛
生
処
置
が
導
入
さ
れ
た
こ

と
で
、
歯
科
技
工
士
と
歯
科

衛
生
士
の
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
た
」
と
述
べ
、

チ
ー
ム
医
療
の
重
要
性
を
強

調
し
た
。

　

つ
い
で
、
羽
村
章
附
属
病

院
長
は
「
医
療
者
に
と
っ
て

大
切
な
こ
と
は
、
仕
事
へ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
あ
る
」

と
祝
辞
を
述
べ
た
。

新
潟
短
期
大
学

　

新
潟
短
期
大
学
の
卒
業
式

は
、
三
月
十
七
日
午
前
十
一

時
よ
り
、
新
潟
生
命
歯
学
部

講
堂
で
挙
行
さ
れ
た
。
開
式

に
先
立
ち
、
東
日
本
大
震
災

の
犠
牲
者
に
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

ま
ず
第
二
十
六
回
歯
科
衛

生
学
科
卒
業
生
五
十
五
名

に
、
柴
崎
浩
一
学
長
か
ら

短
期
大
学
士
（
歯
科
衛
生

学
）
の
学
位
記
と
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
二
級
課
程
の
修
了
証

書
、
専
攻
科
修
了
生
一
名
に

　

こ
の
た
び
本
学
生
命
歯
学

部
の
歯
科
補
綴
学
第
一
講
座

の
志
賀
博
教
授
は
、
先
進
医

療
（
歯
科
関
連
技
術
）
の
承

認
を
う
け
、
そ
の
咬
合
・
咀

嚼
機
能
検
査
の
新
規
技
術

は
、
保
険
導
入
さ
れ
る
運
び

と
な
っ
た
。

　

志
賀
教
授
の
新
規
技
術
は

「
有
床
義
歯
補
綴
治
療
法
に

お
け
る
総
合
的
咬
合
・
咀
嚼

機
能
検
査
」
で
、
有
床
義
歯

に
よ
る
咀
嚼
機
能
の
回
復
が

必
要
な
歯
の
欠
損
症
例
が
適

応
症
と
な
る
。
実
施
す
る
医

療
機
関
は
当
面
、
東
京
の
日

本
歯
科
大
学
附
属
病
院
。

　

な
お
、
歯
科
に
お
い
て
保

険
導
入
さ
れ
た
先
進
医
療

は
、
こ
れ
ま
で
四
技
術
に
と

ど
ま
る
。辞　

　

令

医
療
職
員�

古
俣
弥
枝
子

（
看
護
師
）

看
護
師
長
を
命
ず
る
（
新
潟

病
院
看
護
科
）

　

平
成
二
十
三
年
一
月
一
日

�

本　

学

歯
学
博
士�

村
上　

俊
樹

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
す

る
　

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日

�

本　

学

第100回卒業式記念品を贈る
本学は，日本歯科大学第100回卒業を記念
して，卒業生に記念品の卓上時計を贈呈し
た。また，教職員にはマグネット・バーを
配付した。（写真：左は卓上時計，右はバー）

修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。

　

つ
い
で
日
本
歯
科
衛
生
士

会
か
ら
の
表
彰
状
が
、
新
潟

病
院
の
三
富
純
子
歯
科
衛
生

士
長
よ
り
手
渡
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
柴
崎
学
長
が
告
辞

（
別
掲
）
を
述
べ
、
小
倉
英
夫

新
潟
生
命
歯
学
部
長
は
、「
こ

の
よ
う
な
困
難
な
時
期
に
こ

そ
、
強
い
心
を
持
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
科
学
は
日
進
月

歩
で
進
ん
で
い
る
の
で
、
卒
業

し
て
も
一
生
研
修
を
続
け
て
ほ

し
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

志
賀
博
教
授
（
東
京
・
補
綴
Ⅰ
）

　

先
進
医
療
の
新
規
技
術
の
承
認
を
う
く

身
元
確
認
に
医
員
を
派
遣

　

本
学
で
は
、
東
日
本
大
震

災
と
津
波
に
よ
る
犠
牲
者
の

身
元
確
認
の
た
め
に
、
両
学

部
か
ら
歯
科
医
師
を
被
災
地

に
派
遣
し
た
。

　

身
元
確
認
業
務
は
警
察
庁

や
日
本
歯
科
医
師
会
か
ら
の

出
動
要
請
に
よ
る
も
の
で
、

歯
科
法
医
学
セ
ン
タ
ー
と

病
院
口
腔
外
科
の
医
員
が
、

ご
遺
体
安
置
所
で
身
元
不
明

者
の
口
腔
内
検
査
活
動
を

行
っ
た
。
一
方
、
本
学
で
は

協
力
業
者
等
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
歯
ブ
ラ
シ
や
口
腔
ケ
ア
用

ス
ポ
ン
ジ
な
ど
の
支
援
物
資

を
提
供
し
た
。



日 本 歯 科 大 学 新 聞2011年（平成２３年）３月３０日 （２）第５９６号

中

原�

泉

学
長
卒
業
告
辞
�
要
旨
�

大
学
院
研
究
科
長 

修
了
告
辞
�
要
旨
�

日本歯科大学　OPEN CAMPUS 2011
～高校生はもちろん，どなたでも参加できます～

◇新潟生命歯学部オープンキャンパス

５/15㈰，６/12㈰，７/23㈯，８/27㈯，９/18㈰
11時20分～ 16時
新潟生命歯学部で実施するＡＯ入試の受験には，オープンキャンパスへ
の参加が必須です（昨年度の参加も可）

　新潟生命歯学部　　検索　    http://www.ngt.ndu.ac.jp

◇生命歯学部 (東京 )オープンキャンパス

７/９㈯，８/18㈭，８/27㈯，10/８㈯，11/３㈭，11/４㈮
午前の部：10時開始，午後の部：14時開始
※8/27㈯は13時からの１回，11/4㈮は午前の部のみ

　生 命 歯 学 部　　検索　　http://www.tky.ndu.ac.jp

度
の
診
療
報
酬
で
あ
れ
ば
、

歯
科
医
師
の
過
剰
感
は
生
ま

れ
ず
、
歯
科
医
師
数
を
削
減

す
る
必
要
も
な
い
。

　

先
日
ア
メ
リ
カ
に
留
学

す
る
若
者
の
数
が
、
中
国
と

韓
国
に
追
い
抜
か
れ
て
第
三

位
に
落
ち
た
、
と
テ
レ
ビ
の

キ
ャ
ス
タ
ー
が
若
者
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
の
欠
如
を
嘆
い

て
い
た
。
し
か
し
、
米
国
留

学
者
が
減
っ
た
の
は
、
留
学

す
る
世
代
の
絶
対
数
が
半

減
し
た
か
ら
だ
。
わ
が
国
の

十
八
歳
人
口
は
平
成
七
年
が

二
〇
五
万
人
で
ピ
ー
ク
だ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
減
少
し
は
じ

め
、
昨
年
の
平
成
二
十
二
年

に
は
一
二
〇
万
人
に
な
っ
た
。

た
っ
た
の
十
五
年
間
で
十
八

歳
人
口
が
、
五
十
八
パ
ー
セ

ン
ト
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

一

昨

年

の

出

生

率

は

一
〇
七
万
人
だ
っ
た
の
で
、

十
八
歳
人
口
が
一
〇
〇
万
人

を
割
る
日
は
そ
う
遠
い
こ
と

で
は
な
い
。
現
在
わ
が
国
の

出
生
率
は
、
〇
・
八
で
一
人

の
女
性
が
一
人
あ
る
い
は
一

人
以
下
の
子
ど
も
し
か
生
ま

　

今
年
は
日
本
歯
科
大
学
に

と
っ
て
一
つ
の
節
目
と
な
る
年

で
あ
る
。
本
学
は
明
治
四
十

年
に
創
立
さ
れ
、
二
年
後
に

六
十
八
名
の
日
本
歯
科
医
学

校
の
卒
業
生
を
出
し
た
。
明

治
大
正
期
に
創
立
さ
れ
た
あ

る
大
学
は
卒
業
回
数
を
年
度

で
数
え
、
ま
た
あ
る
大
学
は

専
門
学
校
と
新
制
大
学
と
を

区
分
し
て
数
え
て
い
る
。

　

本
学
で
は
文
部
大
臣
の
指

定
を
受
け
た
歯
科
医
学
専
門

学
校
と
し
て
初
め
て
五
十
四

名
が
卒
業
し
た
大
正
元
年

（
明
治
四
十
五
年
）
以
降
、

回
数
を
通
し
番
号
で
数
え
て

い
る
の
で
、
本
年
で
第
一
〇
〇

回
目
の
卒
業
式
と
な
る
。
私

は
日
本
歯
科
大
学
第
五
十
四

回
、
住
友
雅
人
生
命
歯
学
部

長
は
第
五
十
八
回
、
小
倉
英

夫
新
潟
生
命
歯
学
部
長
は
第

五
十
七
回
卒
業
で
あ
る
。

　

諸
君
の
一
〇
〇
回
と
い
う

の
は
、
単
な
る
数
字
で
は
な

い
。
本
学
の
歴
史
と
伝
統
と

あ
ら
わ
す
と
と
も
に
、
今
年

度
卒
業
生
の
永
久
背
番
号
を

示
し
て
い
る
。
諸
君
が
巡
り

合
わ
せ
て
図
ら
ず
も
記
念
す

べ
き
卒
業
番
号
を
得
た
。
東

京
・
新
潟
を
合
わ
せ
て
一
七
〇

名
の
諸
君
だ
け
に
与
え
ら
れ

る
ナ
ン
バ
ー
で
、
諸
君
は
大

変
に
幸
運
な
卒
業
生
で
あ
る
。

　

昨
今
わ
が
国
の
歯
科
医
師

が
過
剰
で
あ
る
と
将
来
を
憂

え
る
声
が
少
な
く
な
い
。
昭

和
四
十
八
年
版
の
厚
生
白
書

で
、
昭
和
六
十
年
に
は
人
口

十
万
対
五
十
人
程
度
の
歯
科

医
師
が
確
保
さ
れ
る
と
い
う

推
計
を
出
し
た
。
統
計
や
推

計
は
非
常
に
難
し
い
が
、
こ

の
見
通
し
は
十
年
後
の
昭
和

五
十
七
年
に
は
す
で
に
到
達

し
、
平
成
十
八
年
に
は
十
万

対
七
十
六
・
一
人
に
な
っ
た
。

　

歯
科
医
師
が
多
す
ぎ
る
と

い
う
過
剰
感
は
、
人
口
十
万

対
五
十
人
と
い
う
数
字
が
一

つ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

結
果
論
に
な
る
が
、
こ
れ
に

は
確
た
る
根
拠
が
あ
っ
た
の

か
と
い
う
疑
問
さ
え
生
じ

る
。
見
通
し
の
五
十
名
か
ら

二
十
六
名
増
え
る
と
い
う
予

測
が
で
き
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
増
加
し
て
い
く
途
上
で

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

　

平
成
十
八
年
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
人
口

千
人
あ
た
り
の
日
本
の
歯

科
医
師
数
は
〇
・
七
一
人
で

あ
る
。
ま
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
経
済

協
力
開
発
機
構
の
加
盟
三
十

カ
国
の
平
均
は
〇
・
七
二
で

日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
で
あ

る
。
対
十
万
人
に
直
す
と
、

日
本
は
七
十
一
人
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
は
七
十
二
人
と
な
る
。
こ

の
対
比
か
ら
見
る
と
、
わ
が

国
の
歯
科
医
師
数
は
決
し
て

過
剰
と
は
言
え
な
い
。
日
本

だ
け
に
過
剰
感
が
あ
る
の

は
、
歯
科
診
療
報
酬
が
原
因

で
あ
る
と
、
一
部
の
識
者
が

的
確
な
指
摘
を
し
て
い
る
。

　

社
会
保
障
国
民
会
議
が
提

出
し
た
歯
科
治
療
費
の
国
際

比
較
に
よ
る
と
、
日
本
の

個
々
の
歯
科
診
療
報
酬
は
国

際
平
均
の
約
八
分
の
一
に
過

ぎ
な
い
。
国
際
比
較
は
い
ろ

い
ろ
な
フ
ァ
ク
タ
ー
が
入
る

の
で
一
概
に
言
え
な
い
が
、

八
分
の
一
と
い
う
の
は
違
い

す
ぎ
る
い
う
感
じ
が
す
る
。

わ
が
国
の
歯
科
医
師
の
過
剰

は
、
余
り
に
低
い
歯
科
診
療

報
酬
が
も
た
ら
し
た
結
果
で

あ
る
。
せ
め
て
国
際
平
均
程

生
命
歯
学
研
究
科
長

�
佐
藤
田
鶴
子

　

四
年
間
の
厳
し
く
も
充
実

し
た
研
究
生
活
を
終
え
、
珠

玉
の
研
究
成
果
を
挙
げ
ら
れ

た
二
十
名
の
大
学
院
修
了
生

は
、
お
の
お
の
歯
科
医
学
の
中

で
も
未
だ
確
立
し
て
い
な
い
多

く
の
事
象
の
探
索
に
遭
遇
し

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

あ
る
修
了
生
は
今
先
端
を

い
く
神
経
の
再
生
や
顎
骨
の

再
生
を
研
究
し
、
あ
る
者
は

歯
周
病
病
原
菌
の
遺
伝
子
や

タ
ン
パ
ク
解
析
を
、
ま
た
あ

る
者
は
歯
科
用
セ
ラ
ミ
ッ
ク

の
研
究
な
ど
の
工
学
的
な
研

究
に
取
り
組
み
、
広
く
多
く

の
研
究
成
果
が
生
ま
れ
た
。

こ
れ
ら
は
今
後
の
歯
科
医
学

や
医
学
一
般
に
多
大
な
貢
献

を
す
る
学
術
的
根
拠
、
エ
ビ

デ
ン
ス
に
な
る
も
の
と
思
う
。

　

大
学
院
生
活
の
中
で
取
り

組
ん
だ
研
鑽
と
研
究
の
数
々
に

対
す
る
努
力
が
立
派
な
成
果
を

生
み
、
研
究
活
動
の
充
実
感
と

達
成
感
を
体
得
し
た
こ
と
と
思

う
。
他
の
物
事
に
対
す
る
深
い

味
わ
い
も
甘
受
で
き
る
よ
う
に

な
る
、
真
実
を
追
求
す
る
こ
と

の
大
事
さ
や
面
白
さ
を
体
得
で

き
た
は
ず
だ
。
ま
さ
に
こ
れ
こ

そ
研
究
の
醍
醐
味
と
い
え
る
。

　

古
く
か
ら
仏
教
の
経
典
に

醍
醐
は
最
上
な
り
、
も
し
も
こ

れ
を
服
す
る
こ
と
あ
る
者
あ
ら

ば
衆
病
皆
除
く
。
つ
ま
り
味

は
最
上
し
か
も
ど
ん
な
病
気

に
も
効
く
も
の
で
あ
る
と
伝
え

て
い
る
。
牛
乳
を
煮
詰
め
て
精

製
し
て
で
き
る
最
上
の
味
の
食

べ
物
を
醍
醐
と
い
う
よ
う
に
、

心
か
ら
真
摯
に
直
面
し
続
け

る
と
免
疫
力
が
増
し
、
そ
の
人

自
身
の
健
康
に
も
よ
い
も
の
と

言
わ
れ
、
最
上
の
教
え
の
こ
と

を
醍
醐
味
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
。
本
日
こ
こ
に
博
士
号
を
取

得
さ
れ
た
方
々
は
こ
れ
ま
で
に

経
験
し
た
醍
醐
味
を
忘
れ
ず

に
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ
ら

に
上
級
な
至
上
の
醍
醐
を
う
る

こ
と
を
目
指
し
て
進
む
の
を
期

待
し
て
い
る
。

　

昨
今
の
多
難
な
歯
科
事
情

の
も
と
で
こ
れ
か
ら
船
出
さ
れ

る
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
決
し
て

楽
な
航
海
で
は
な
い
が
、
目
指

す
志
と
目
標
に
向
か
っ
て
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
真
摯
な
努
力
を

続
け
れ
ば
、
前
途
は
洋
々
と
し

て
必
ず
や
開
け
る
と
確
信
し
て

い
る
。

　

醍
醐
味
に
よ
り
身
体
の
健

康
を
得
て
そ
の
上
、
安
寧
の
心

を
兼
ね
備
え
た
上
で
将
来
の
日

本
の
あ
る
い
は
世
界
の
歯
科
界

を
担
う
研
究
者
と
し
て
、
ま
た

地
域
歯
科
医
療
の
場
で
一
人
で

も
多
く
の
患
者
さ
ん
に
最
上
の

歯
科
医
療
で
健
康
と
命
を
助

け
る
こ
と
が
で
き
る
臨
床
歯
科

医
と
し
て
大
い
に
活
躍
い
た
だ

く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

�新
潟
生
命
歯
学
研
究
科
長

�

下
村
浩
巳

　

昨
年
、
鈴
木
章
、
根
岸
英

一
両
先
生
が
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
を
受
賞
さ
れ
た
。
日
本
人

の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者

は
福
井
謙
一
、
白
川
英
樹
、

野
依
良
治
、
田
中
耕
一
、
下

村
脩
と
こ
れ
ま
で
に
七
名
を

数
え
て
い
る
。
受
賞
に
は
日

本
の
化
学
の
歴
史
が
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
。

　

わ
が
国
の
化
学
研
究
へ
の

着
手
は
比
較
的
早
く
、
百
年

以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
常
に

世
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。

一
九
〇
八
年
に
は
池
田
菊
苗

博
士
は
コ
ン
ブ
か
ら
う
ま
味

物
質
の
本
体
で
あ
る
グ
ル
タ

ミ
ン
酸
を
発
見
し
た
。
ま

た
鈴
木
梅
太
郎
博
士
は
、

一
九
一
〇
年
に
オ
リ
ザ
リ
ン

す
な
わ
ち
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
を

発
見
し
て
い
る
。

　

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
は
現
在
も
味
の
素
と

し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い

る
。
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
は
味
蕾

に
あ
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
受
容

体
を
介
し
て
、
う
ま
味
を

伝
達
す
る
。
こ
の
「
う
ま

味
＝umami

」
は
「
津
波
＝

tsunami

」
と
同
様
、
国
際

的
に
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る

日
本
語
で
あ
る
。

　

ま
た
日
本
の
薬
学
の
開
始

者
と
し
て
知
ら
れ
る
長
井
長

義
博
士
は
エ
フ
ェ
ド
リ
ン
の

単
離
に
成
功
し
て
お
り
、
高

峰
譲
吉
博
士
は
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
の
結
晶
化
と
そ
の
構
造
解

析
に
成
功
し
た
。
当
時
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
選
考

さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
の
機
会
を
逃
し

た
が
、
日
本
の
化
学
研
究
は

一
朝
一
夕
に
成
り
立
っ
た
の

で
は
な
い
。

　

七
名
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

者
は
も
ち
ろ
ん
、
長
井
博
士

は
明
治
政
府
の
第
一
期
留
学

生
と
し
て
明
治
四
年
に
ド
イ

ツ
・
ベ
ル
リ
ン
大
学
へ
、
高

峰
博
士
は
イ
ギ
リ
ス
の
グ
ラ

ス
ゴ
ー
大
学
、
鈴
木
博
士
は

ド
イ
ツ
へ
と
留
学
し
て
い

る
。
現
在
日
本
の
留
学
生
の

数
が
最
盛
期
の
半
数
と
な
っ

た
こ
と
で
、
日
本
の
科
学
界

は
大
変
な
危
機
感
を
も
っ
て

い
る
。
現
在
の
日
本
の
科
学

の
レ
ベ
ル
や
研
究
施
設
は
欧

米
と
殆
ど
格
差
が
な
く
な
っ

た
。
し
か
し
、
著
名
な
研
究

者
が
い
る
諸
外
国
へ
の
留
学

は
、
優
れ
た
科
学
者
の
も
と

で
そ
の
思
想
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
に
、
最
も
大
切

な
こ
と
は
異
文
化
と
の
交
流

を
通
し
て
新
し
い
着
想
が
生

ま
れ
る
こ
と
に
あ
る
。

　

Ｐ
ｈ
Ｄ
と
略
し
て
い
る
博

士
の
学
位
、Doctor�degree�

of�philosophy�

の
資
格
は

国
際
的
に
通
用
す
る
も
の
だ

か
ら
、
学
位
を
取
得
し
た
諸

君
は
希
望
す
れ
ば
世
界
中
の

研
究
機
関
や
大
学
の
研
究
機

関
が
受
け
入
れ
て
く
れ
る
。

今
後
の
目
標
を
定
め
、
そ
の

目
標
に
あ
う
研
究
機
関
は
ど

こ
な
の
か
、
じ
っ
く
り
と
検

討
し
飛
躍
の
機
会
を
自
ら
作

ら
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

卒業生点呼（３月11日・東京）

卒業生と大学院修了生にエールを送る中原学長

学位記授与（３月18日・新潟）

な
い
少
子
化
社
会
に
な
っ
て

い
る
。
私
は
残
念
な
が
ら
こ

の
減
少
は
、
日
本
人
と
い
う

民
族
の
活
力
が
衰
退
し
て
い

る
か
ら
だ
と
考
え
る
。

　

人
口
統
計
が
始
ま
っ
た

明
治
二
十
五
年
に
は
四
千
万

人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

爆
発
的
に
増
加
し
、
昭
和

二
十
三
年
に
は
八
千
万
人
、

昭
和
四
十
二
年
に
一
億
人
に

達
し
た
。
平
成
十
七
年
に

一
億
二
千
七
百
万
人
の
ピ
ー
ク

を
迎
え
、
百
数
十
年
で
人
口

は
三
倍
に
も
増
え
た
。
し
か

し
こ
の
年
か
ら
自
然
減
に
転

じ
て
減
少
の
一
途
を
辿
り
、

十
五
年
後
の
二
〇
二
五
年
に

は
一
億
一
千
九
百
万
人
、
四
十

年
後
の
二
〇
五
〇
年
に
は

九
千
五
百
万
人
に
な
る
と
推

計
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

四
十
年
間
で
三
千
二
百
万
人

も
減
っ
て
し
ま
う
。
別
の
人
口

推
計
で
は
、
八
千
万
人
ま
で

落
ち
込
む
と
予
測
し
て
い
る
。

　

人
口
の
多
か
っ
た
と
き
を
基

準
に
し
て
、
社
会
活
動
を
論

じ
て
い
て
も
的
外
れ
な
答
し
か

出
て
こ
な
い
。
そ
れ
は
過
去
の

幻
影
を
追
う
に
等
し
い
か
ら

だ
。
人
口
の
絶
対
的
な
変
動

は
、
歯
科
界
の
み
な
ら
ず
全
て

の
社
会
構
造
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
現
在
生

じ
て
い
る
現
象
や
問
題
は
、

全
て
こ
の
人
口
変
動
が
通
底

し
て
い
る
。
私
ど
も
は
こ
の

人
口
減
少
に
対
応
し
て
、
自

ら
の
社
会
構
造
を
縮
小
し
て

ス
リ
ム
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
現
代
の
変
化
の
ス

ピ
ー
ド
に
、
絶
え
ず
対
応
し

即
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

　

終
り
に
、
日
本
歯
科
大
学

第
一
〇
〇
回
卒
と
い
う
永
久

背
番
号
を
付
け
て
、
社
会
の

荒
波
に
乗
り
出
し
て
い
く
卒

業
生
諸
君
の
健
闘
を
祈
る
。



（３） 　　　第５９６号日 本 歯 科 大 学 新 聞2011年（平成２３年）３月３０日

新
潟
短
大

卒
業
告
辞

新
潟
短
大

卒
業
告
辞

東
京
短
大

卒
業
告
辞

東
京
短
大

卒
業
告
辞

歯
学
部
長
卒
業
告
辞 

�
要
旨
�

　

新
潟
生
命
歯
学
部
長

�

小
倉
英
夫

　

現
在
の
日
本
は
国
難
と
も

い
え
る
状
況
に
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
厳
し
い
と
き
に
こ

そ
、
強
い
心
を
も
っ
て
物
事

に
あ
た
ら
な
い
と
人
生
は
豊

か
に
な
ら
な
い
。
そ
し
て
強

い
心
に
基
づ
い
た
本
学
の
理

念
で
あ
る
自
主
独
立
を
や
っ

て
い
け
ば
、
今
被
災
し
て
苦

し
ま
れ
て
い
る
人
た
ち
、
あ

る
い
は
助
け
を
求
め
て
い
る

人
た
ち
に
大
き
く
貢
献
す
る

こ
と
も
可
能
に
な
る
。

　

科
学
は
日
進
月
歩
で
進
ん

　

東
京
短
期
大
学
学
長

�

小
口
春
久

　

最
初
に
皆
さ
ん
が
短
期
大

学
に
入
っ
た
と
き
に
抱
い
た

夢
は
実
現
で
き
た
で
あ
ろ
う

か
。
「
自
主
独
立
」
と
い
う

日
本
歯
科
大
学
の
建
学
の
精

神
の
も
と
で
学
ん
だ
諸
君
は

高
邁
な
志
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
野
を
も
ち
、
幅
広
い
教
養

を
通
し
て
自
ら
考
え
、
実
行

力
を
十
分
発
揮
で
き
る
自
己

開
発
型
の
能
力
を
養
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
あ
る
時
は

じ
っ
と
耐
え
、
ま
た
学
び
続

で
い
る
の
で
、
遅
れ
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
ま
で
は
大
学
で
の
指

導
に
基
づ
い
て
学
習
し
て
い

れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
自
主
独
立
で
研
鑽
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

昨
年
の
暮
れ
、
日
本
歯
科
大

学
は
東
京
と
新
潟
で
協
力
し

て
歯
の
再
生
を
可
能
に
し

た
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
知

識
を
更
に
こ
れ
か
ら
吸
収
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
歯
が
再
生
で
き
れ
ば
現

在
の
歯
科
医
療
は
大
き
く
様

変
わ
り
す
る
だ
ろ
う
。

　

東
京
で
は
歯
の
再
生
の
基

礎
科
学
、
そ
し
て
新
潟
で
は

歯
の
再
生
を
利
用
し
た
応
用

科
学
を
考
え
て
お
り
、
本
学

で
は
最
大
限
の
こ
と
を
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
歩
し
て

い
く
か
を
自
分
な
り
に
研
鑽

し
て
ほ
し
い
。

　

自
主
独
立
と
は
い
っ
て
も

本
当
に
わ
か
ら
な
い
こ
と
、

手
伝
っ
て
ほ
し
い
こ
と
は
出

て
く
る
だ
ろ
う
。

　

そ
う
い
う
と
き
に
強
い
味

方
に
な
る
の
は
校
友
会
と
歯

学
会
で
、
学
術
大
会
や
研
修

会
を
毎
年
定
期
的
に
開
催
し

て
い
る
。
そ
こ
で
は
大
学
で

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
将
来
の

道
筋
が
見
え
展
望
が
開
け
て

く
る
だ
ろ
う
。
若
い
皆
さ
ん

は
す
で
に
将
来
を
切
り
開
い

て
い
く
力
を
も
っ
て
い
る
と

確
信
す
る
。
自
信
を
も
っ
て

輝
か
し
い
未
来
に
向
か
っ
て

勇
敢
に
進
ん
で
い
っ
て
ほ
し

い
。

　

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す

る
世
界
の
大
学
で
は
卒
業
式

＝
学
位
記
授
与
式
を
コ
メ
ン

ス
メ
ン
ト
と
い
う
。
コ
メ
ン

ス
メ
ン
ト
は
親
か
ら
独
立
し

て
自
分
の
旅
に
出
る
、
す
な

わ
ち
出
発
と
い
う
意
味
で
卒

業
で
は
な
い
。

　

二
五
〇
〇
年
前
古

代
中
国
の
春
秋
戦
国

時
代
に
孔
子
が
世
に

あ
ら
わ
れ
た
。
多
く

の
弟
子
を
育
成
し
た

孔
子
は
、
論
語
の
中

で
三
つ
の
簡
潔
な
文

の
最
新
の
研
究
成
果
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
日
本
社
会

ひ
い
て
は
世
界
に
大
き
く
貢

献
で
き
る
人
た
ち
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

章
に
記
し
、
弟
子
た
ち
を
世

に
送
り
だ
し
て
い
る
。

　

最
初
は
学
び
て
時
に
之
を

習
う
、
ま
た
よ
ろ
こ
ば
し
か

ら
ず
や
。
学
校
で
学
習
し
た

こ
と
、
人
生
に
お
い
て
勉
強

し
た
こ
と
を
実
践
し
よ
う
、

社
会
に
出
て
実
践
す
る
勇
気

を
も
っ
て
勇
敢
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　

二
番
目
は
朋
（
と
も
）
あ

り
遠
方
よ
り
来
た
る
、
ま
た

楽
し
か
ら
ず
や
。
人
間
は
旅

立
ち
の
と
き
に
自
立
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
一

生
一
人
で
生
き
て
い
く
わ
け

で
は
な
い
。
友
だ
ち
の
重
要

性
を
述
べ
て
い
る
。
周
り
の

人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
切
磋

琢
磨
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

三
番
目
は
人
知
ら
ず
し
て

慍
（
う
ら
）
み
ず
、
ま
た
君

子
な
ら
ず
や
。
地
道
に
努
力

し
て
も
、
自
分
が
能
力
が
あ

る
こ
と
を
周
り
の
人
が
認
め

て
く
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ

を
恨
ん
で
は
い
け
な
い
、
恨

む
暇
が
あ
っ
た
ら
自
ら
が
研

鑽
を
積
み
な
さ
い
と
孔
子
は

言
っ
て
い
る
。
今
日
ま
で
皆

さ
ん
は
ご
家
族
か
ら
の
財
政

的
な
援
助
な
ど
を
受
け
て
き

た
。
だ
か
ら
こ
そ
学
位
記
授

与
式
や
修
了
式
を
終
え
た
か

ら
に
は
、
自
分
の
生
活
基
盤

を
確
立
し
な
が
ら
国
民
に
貢

献
す
る
人
材
に
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

皆
さ
ん
が
本
学
で
身
に
つ

け
た
知
識
・
技
術
、
楽
し
い

数
々
の
思
い
出
、
そ
し
て
生
涯

の
友
と
な
る
友
人
な
ど
、
そ

れ
ら
は
全
て
人
生
の
宝
物
で

あ
る
。
掛
け
が
え
の
な
い
若

き
日
々
を
都
心
に
は
珍
し
い

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
学
舎

と
人
間
性
溢
れ
る
情
緒
豊
か

な
教
職
員
の
も
と
で
学
ぶ
う

ち
に
培
わ
れ
た
情
操
こ
そ
が

君
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
に

計
り
知
れ
な
い
影
響
を
与
え

る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
本

日
の
学
位
記
授
与
式
・
修
了

式
の
コ
メ
ン
ス
メ
ン
ト
が
人
生

の
素
晴
ら
し
い
出
発
点
と
な

る
こ
と
を
祈
念
す
る
。

　

新
潟
短
期
大
学
学
長

�

柴
崎
浩
一

　

三
月
十
一
日
午
後
、
東
北

地
方
の
太
平
洋
沿
岸
に
起
き

た
地
震
と
津
波
は
想
像
を
は

る
か
に
超
え
る
大
規
模
な
も

の
で
あ
り
、
多
数
の
死
者
や

行
方
不
明
者
を
出
す
大
惨
事

と
な
っ
て
い
る
。
被
災
者
の

皆
さ
ま
に
は
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

ま
だ
ま
だ
続
く
寒
さ
に
も
耐

え
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
う
ば
か
り
だ
。
新
潟

で
も
計
画
停
電
が
検
討
さ
れ

て
い
た
が
、
停
電
の
日
程
が

ず
れ
た
た
め
、
本
日
こ
こ
に

第
二
十
六
回
日
本
歯
科
大
学

新
潟
短
期
大
学
の
学
位
記
授

与
式
な
ら
び
に
第
十
三
回
専

攻
科
修
了
証
書
授
与
式
が

執
り
行
わ
れ
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

三
年
前
、
期
待
と
不
安

を
抱
き
な
が
ら
入
学
し
て

き
た
皆
さ
ん
は
驚
く

ほ
ど
逞
し
く
成
長
し

た
。
そ
れ
は
、
物
事

を
考
え
る
視
野
の
広

さ
、
最
先
端
の
知
識

に
裏
付
け
ら
れ
た
高

度
な
技
術
の
数
々
、

そ
し
て
日
々
の
行
動

や
人
々
と
の
関
わ
り
を
通
じ

て
学
ん
だ
豊
か
な
人
間
性
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く

に
、
新
潟
病
院
で
の
臨
床
実

習
で
は
、
多
く
の
患
者
さ
ん

柴崎新潟短大学長

｢強い心を！ ｣と述べる小倉新潟生命歯学部長

３年間の学園生活に別れを告げる卒業生たち

と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、
患

者
さ
ん
の
気
持
ち
を
理
解
で

き
る
、
人
間
性
あ
ふ
れ
る
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
歯
科
衛
生
士
と

し
て
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
い
け

ず
、
く
じ
け
そ
う
に
な
っ

た
り
、
泣
き
そ
う
に
な
っ
た

こ
と
も
一
度
や
二
度
で
は
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。
お
互
い
に

助
け
合
い
、
励
ま
し
あ
っ

て
、
本
日
の
卒
業
式
を
迎
え

ら
れ
た
陰
に
は
、
教
職
員
全

員
が
、
い
つ
も
あ
な
た
方
の

こ
と
を
案
じ
、
成
長
を
念
じ

な
が
ら
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

指
導
し
た
お
蔭
で
あ
る
こ
と

も
忘
れ
な
い
で
も
ら
い
た
い
。

　

最
近
の
予
防
歯
科
分
野
に

お
け
る
進
歩
は
目
覚
ま
し

く
、
全
身
疾
患
と
歯
科
疾
患

と
の
関
連
に
つ
い
て
の
研
究

も
、
新
し
い
展
開
を
見
せ
て

い
る
。
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防

や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に

対
す
る
歯
科
的
介
入
、
と
り

わ
け
、
糖
尿
病
や
心
臓
疾
患

の
患
者
さ
ん
に
対
す
る
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
を
含
む
、
き
め

細
か
い
口
腔
保
健
指
導
な
ど

は
、
今
後
の
歯
科
医
療
の
新

し
い
領
域
と
し
て
重
要
な
分

野
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
胃
が
ん
の
原
因
菌
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
ピ
ロ
リ

菌
も
五
歳
ご
ろ
ま
で
に
唾
液

や
口
移
し
に
よ
り
、
母
親
な

ど
か
ら
感
染
す
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
た
。
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
の
口
腔
ケ
ア
教
育
が
ピ

ロ
リ
菌
の
感
染
予
防
に
貢
献

で
き
る
と
し
た
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

歯
科
医
療
の
高
度
化
、
多

様
化
に
伴
い
、
よ
り
高
度
な

専
門
教
育
が
必
要
に
な
っ
て

い
る
が
、
本
学
で
は
四
月
か

ら
、
大
学
評
価
・
学
位
授
与

機
構
か
ら
、
専
攻
科
「
歯
科

衛
生
学
専
攻
」
の
認
定
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
専
攻
科

を
卒
業
し
た
後
は
、
論
文
を

提
出
し
て
学
士
を
取
得
し
、

大
学
院
で
の
学
位
取
得
の
道

も
開
け
る
と
考
え
て
い
る
。

　

仕
事
や
人
生
に
行
き
詰

ま
っ
た
と
き
、
自
分
一
人
で

は
解
決
で
き
な
い
事
態
が
起

こ
っ
た
と
き
は
迷
う
こ
と
な

く
母
校
を
訪
ね
て
来
て
ほ
し

い
。
教
職
員
一
同
は
い
つ
で

も
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て

い
る
。

小口東京短大学長

チーム医療の重要性を説く住友生命歯学部長

短期大学士の学位記が一人一人に手渡される

新
潟
短
大
専
攻
科
で
学
士
号

�

学
位
授
与
機
構
か
ら
認
定

　

日
本
歯
科
大
学
新
潟
短
期

大
学
専
攻
科
は
、
独
立
行
政

法
人
大
学
評
価
・
学
位
授
与

機
構
よ
り
、
同
機
構
が
定
め

る
要
件
を
満
た
す
専
攻
科
と

し
て
認
定
さ
れ
た
。
本
年
四

月
の
専
攻
科
歯
科
衛
生
学
専

攻
生
か
ら
適
用
と
な
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
短
大
専
攻
科

生
は
定
め
ら
れ
た
単
位
を
取

得
の
上
、
学
位
授
与
機
構
の

小
論
文
試
験
に
合
格
す
る

と
、
学
士
（
口
腔
保
健
学
）

の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
。
四

年
制
大
学
卒
業
と
同
等
の
学

位
で
あ
り
、
専
攻
科
を
修
了

す
る
と
、
今
後
は
大
学
院
進

学
へ
の
道
な
ど
も
開
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。



日 本 歯 科 大 学 新 聞2011年（平成２３年）３月３０日 （４）第５９６号

平
成
二
十
二
年
度
卒
業
生

平成23年度 歯学会大会･総会
日　時：６月４日（土）11：00 ～ 16：00

会　場：新潟生命歯学部アイヴイホール・講堂

メインテーマ

口腔乾燥症の基礎と臨床 －口のかわき診療を中心に－

受 賞  講 演

Understanding the formation of maxillary sinus
　　in Japanese human foetuses using cone beam CT
　　日本歯科大学生命歯学部歯科放射線学講座 浅海利恵子

シンポジウム

唾液：口腔乾燥の基礎と研究の最前線 五十嵐敦子

開業医でのドライマウス診療の導入について 三村　博史

唾液分泌量測定

　－どのように測定し,どう評価しているか－ 後藤　　聡

病院歯科口腔外科におけるドライマウス診療

　－口腔ケアを中心に－ 櫻井　　賢

大学病院でのドライマウス診療

　－臨床･教育･研究の取り組み－ 戸谷　収二

問合せ先：準備委員長　戸谷収二(新潟病院口腔外科）
　　　　　E-mail：toya@ngt.ndu.ac.jp

大

学

院

第
48
回
修
了
生

　

大
学
院
生
命
歯
学
研
究
科

修
了
生
二
十
名
、
新
潟
生
命

歯
学
研
究
科
修
了
生
十
三
名

は
次
の
通
り
。

〈
生
命
歯
学
研
究
科
〉

歯
周
病
学�

佐
藤
宏
和

麻

酔

学�

塩
谷
伊
毅

微
生
物
学�

石
黒
生
美

補
綴
学
Ⅰ�

渡
邊
篤
士

病

理

学�

工
藤
朝
雄

補
綴
学
Ⅱ�

林　
　

捷

口
腔
外
科
学�

浅
野
一
成

矯

正

学�

比
佐
育
世

口
腔
外
科
学�

貴
美
島
香

保

存

学�

山
田　

正

口
腔
外
科
学�

岡
田
雅
嗣

衛

生

学�
Calenic�Bogdan

衛

生

学�

伊
井
久
貴

解
剖
学
Ⅰ�

髙
田　

寛

解
剖
学
Ⅰ�

川
島
正
人

理

工

学�

青
柳
有
祐

理

工

学�

村
山
大
悟

生

理

学�

岩
崎
浩
介

解
剖
学
Ⅱ�

黒
木
淳
也

解
剖
学
Ⅰ�

村
田
英
崇

�

（
甲
第
九
九
七
号
ま
で
）

〈
新
潟
生
命
歯
学
研
究
科
〉

顎
口
腔
全
身
関
連
治
療
学

�

釼
﨑
恵
一

硬
組
織
機
能
治
療
学

�

平　

賢
久

歯
周
機
能
治
療
学

�

田
巻
友
一

硬
組
織
粘
膜
比
較
形
態
学

�

青
木
千
紘

全
身
関
連
臨
床
検
査
学

�

五
十
嵐

隆
一

機
能
性
咬
合
治
療
学

�

小
澤　

誠

口
腔
材
料
開
発
工
学

�

田
村
洋
一

全
身
関
連
臨
床
検
査
学

�

北
川
哲
太
郎

全
身
関
連
臨
床
検
査
学

�

上
田　

潤

顎
口
腔
全
身
関
連
治
療
学

�

鈴
木
見
奈
子

顎
口
腔
全
身
関
連
治
療
学

�

佐
藤
洋
介

歯
周
機
能
治
療
学

�
菅
原
淳
道

歯
周
機
能
治
療
学

�

山
下　

穣
�

（
甲
一
〇
一
〇
号
ま
で
）

学
位
記
授
与
者

　

論
文
提
出
に
よ
る
学
位
記
授

与
者
二
十
四
名
は
次
の
通
り
。

口
腔
外
科�

山
下
憲
昭

矯
正
歯
科�

石
多
理
恵
子

総
合
診
療
科�

関　

秀
明

歯
科
麻
酔
・
全
身
管
理
科

�

山
田
麻
衣
子

総
合
診
療
科�

馬
場
玲
子

口
腔
外
科�

金
子
允
子

歯
科
矯
正
学�

佐
野
奈
都
貴

解
剖
学
Ⅰ�

宮
脇
佳
子

歯
科
麻
酔
・
全
身
管
理
科

�

平
林
幹
貴

総
合
診
療
科�

水
橋　

亮

総
合
診
療
科�

後
藤
基
誉

総
合
診
療
科�

若
木　

卓

総
合
診
療
科�

中
村
俊
美

総
合
診
療
科�

小
野
幸
絵

横
浜
市
大
特
研
生

�

梅
田
和
徳

新
潟
短
大�

宮
崎
晶
子

総
合
診
療
科�

落
合
真
美

総
合
診
療
科�

前
田
朋
己

総
合
診
療
科�

関
根
寿
恵

総
合
診
療
科�

濱
田
康
弘

新
潟
短
大�

佐
藤
治
美

矯
正
歯
科�

阿
部
亮
太

矯
正
歯
科�

石
多
克
行

口
腔
外
科�

佐
藤
英
明

�

（
乙
一
四
九
六
号
ま
で
）

大　
　

学

第
100
回
卒
業
生

　

日
本
歯
科
大
学
第
一
〇
〇

回
卒
業
生
〈
新
潟
生
命
歯
学

部
〉
六
十
五
名
は
次
の
通
り
。

葵　

知
容　

青
沼
素
良

跡
部
季
久
美　

天
田
朋
宏

市
川
智
巳　

岩
﨑
一
真

岩
間
香
織　

大
木
亜
悠
子

大
滝
勇
希　

大
野
淳
也

荻
原　

敬　

笠
間　

匠

片
桐
浩
樹　

川
嶋
里
貴

川
又
崇
彦　

北
村
雄
樹

小
池
玲
子　

小
出
晴
子

公
平
貴
子　

小
松
祐
子

笹
谷
香
織　

佐
藤
知
弥
子

嶋
本
純
也　

鈴
木　

麗

須
田
賢
司　

諏
訪
友
香

高
田
真
代　

髙
橋
亜
季

髙
橋
邦
明　

髙
橋　

悠

高
𣘺
理
恵　

田
川
幸
奈

立
浪
秀
剛　

田
村
隆
希

都
築
秀
幸　

手
塚
里
奈

富
岡
明
弘　

冨
田
優
也

中
澤
孝
明　

西
野
鳩
子

丹
羽
健
二
郎　

野
口
直
人

野
本
高
志　

橋
爪
美
帆

濱
口
尚
美　

平
野
慎
一
朗

藤
本
在
子　

布
施
利
人

堀　
　

慧　

松
田
紗
衣
佳

的
場
正
伍　

宮
谷
史
太
郎

山
口
光
祐　

山
田　

航

米
田
恵
理
子　

和
田
さ
や
香

小
野
裕
太　

波
田
野

智
絵

横
田
康
弘　

安
達
詠
子

住
谷
美
幸　

関
根
宙
智

反
保
文
宏　

深
井
真
澄

逸
見
晋
子

�

（
第
一
九
七
九
七
号
ま
で
）

☆
学
術
優
秀
賞
受
賞
者

野
本
高
志　

大
木
亜
悠
子

岩
間
香
織　

髙
𣘺
理
恵

髙
橋
亜
季

☆
皆
勤
賞
受
賞
者

小
出
晴
子　

髙
橋
亜
季

堀　
　

慧　

宮
谷
史
太
郎

☆
精
勤
賞
受
賞
者

片
桐
浩
樹　

佐
藤
知
弥
子

高
田
真
代　

田
川
幸
奈

都
築
秀
幸　

手
塚
里
奈

西
野
鳩
子　

橋
爪
美
帆

和
田
さ
や
香

☆
臨
床
実
習
優
秀
賞
受
賞
者

髙
橋
亜
季

�

　

日
本
歯
科
大
学
第
一
〇
〇

回
卒
業
生
〈
生
命
歯
学
部
〉

一
〇
五
名
は
次
の
通
り
。

秋
山
宗
太
郎　

浅
香
淳
一

朝
田　

充　

阿
部　

顕

安
部　

佐　

天
野
俊
介

飯
塚　

龍　

伊
澤
栄
里
子

石
田
祥
己　

石
橋
彩
里

今
井
恵
理　

内
田
和
雅

內
田
充
哉　

ト
部
智
美

江
⻆　

優　

大
久
保

美
佐

大
塚　

源　

大
西
小
雪

大
場
友
美
子　

岡
田
敏
宏

岡
村
武
志　

小
川
あ
ゆ
み

梯　

愛
美　

河
合
貴
俊

河
田
能
治　

河
村
理
加

川
脇
花
澄　
　

池
一
徳

木
村
昌
太
郎　

木
本　

亮

熊
澤
亮
人　

小
池
み
づ
き

河
阪
明
彦　

國
司
亞
希

後
藤
裕
二
郎　

小
林
智
美

佐
川
敬
一
朗　

佐
是
奈
織
美

塩
見
崇
央　

志
賀
隆
一

柴
田
真
由
美　

新
藤
広
基

須
藤
福
太
郎　

関
西
紗
也
子

武
田
宗
矩　

田
澤
俊
樹

田
中
な
つ
き　

田
宮
旬
子

堤　

幸
司　

寺
嶋
さ
く
ら

中
島
慎
太
郎　

中
嶋
仁
美

中
西
康
大　

中
原
大
策

永
村
実
緒　

那
須
真
奈

新
見
嘉
邦　

西
垣
祐
佳
里

野
田
裕
亮　

濱
野
優
計

林
真
莉
子　

丹
野
咲
貴

樋
口
達
也　

平
井
真
理
子

平
松
悠
紀　

葊
畑
直
子

藤
崎
晋
也　

二
村
友
規

古
川
直
樹　

古
屋
裕
康

保
科
明
人　

中
谷
佑
哉

前
田
道
徳　

松
村
耕
介

松
本
明
子　

丸
山
修
平

右
田
彩
乃　

三
宅
崇
博

村
田
大
輔　

森
田　

優

矢
島
麻
衣
子　

矢
吹　

司

山
口　

潤　

山
田　

亮

山
本
祐
也　

行
村
直
也

渡
邉
尚
子　

戸
塚
健
人

栗
田
俊
臣　

髙
橋
章
太
郎

財
部　

舞　

松
田
道
隆

市
川
絵
里
香　

伊
藤
有
希

大
久
保
佳
代
子　

岡
田
真
由
子

塩
原
靖
彦　

關　

晴
妃

竹
腰
尚
正　

千　

貴
子

戸
田
圭
亮　

西
村　

歩

根
本
政
和　

昼
川
和
宏

村
橋　

恵

�

（
第
一
九
九
〇
二
号
ま
で
）

☆
学
術
優
秀
賞
受
賞
者

小
川
あ
ゆ
み　

朝
田　

充

那
須
真
奈　

中
島
慎
太
郎

矢
島
麻
衣
子　

中
嶋
仁
美

葊
畑
直
子　

秋
山
宗
太
郎

ト
部
智
美　

野
田
裕
亮

☆
皆
勤
賞
受
賞
者

ト
部
智
美　

大
西
小
雪

河
合
貴
俊　

河
阪
明
彦

古
屋
裕
泰　

森
田　

優

☆
精
勤
賞
受
賞
者

朝
田　

充　

石
田
祥
己

小
川
あ
ゆ
み　

河
村
理
加

川
脇
花
澄　

寺
嶋
さ
く
ら

中
西
康
大　

永
村
実
緒

那
須
真
奈�

（
５
ヶ
年
精
勤
）

野
田
裕
亮　

林
真
莉
子

平
松
悠
紀　

葊
畑
直
子

中
谷
佑
哉　

松
本
明
子

右
田
彩
乃　

矢
島
麻
衣
子

渡
邉
尚
子

☆
臨
床
実
習
優
秀
賞
受
賞
者

河
合
貴
俊　

陽
川
咲
貴

永
村
実
緒

学
術
奨
励
生

　

平
成
二
十
二
年
度
日
本
歯
科

大
学
学
術
奨
励
生
（
八
十
八
名
）

は
、
次
の
通
り
。

〈
生
命
歯
学
部
〉

一
年
＝
清
水
美
透　
　

藤
田　

遥

角　

千
博　

小
木
曽
令
実

村
上
奈
津
季　

連
記　

梓

宮
下
大
志　

竹
ノ
下
茉
奈
美

小
澤
藍
加　
　

駒
津
匡
二

二
年
＝
花
谷
佳
菜
子　

大
山　

豪

恩
田
裕
香　
　

三
代
紗
季

川
上　

大　
　

森
竹
宣
之

多
村
美
希　
　

小
森
太
郎

落
合
柚
香

三
年
＝
加
藤
景
子　

山
本
紗
友
理

上
井
達
絵　
　

松
村
嘉
子

髙
見
澤
聡
一　

渡
邊
美
穂

木
下　

遼　
　

内
田
順
平

相
野
田
祥
子　

佐
藤
絢
香

四
年
＝
小
口
莉
奈　

平
井
菜
緒
子

川
島
雅
裕　

五
十
嵐
正
樹

石
川
宏
樹　

森
田
真
央
香

平
賀
智
豊　
　

黄
田
華
恵

関
谷
美
貴

五
年
＝
湯
澤
友
香　

金
子
友
希
乃

倉
治
竜
太
郎　

庄
司
直
記

福
井
千
緒　
　

小
口　

代

小
笠
原
亜
樹

六
年
＝
朝
田　

充　

秋
山
宗
太
郎

大
場
友
美
子　

岡
村
武
志

小
川
あ
ゆ
み　

菊
池
一
徳

中
島
慎
太
郎　

中
嶋
仁
美

野
田
裕
亮　

矢
島
麻
衣
子

〈
新
潟
生
命
歯
学
部
〉

一
年
＝
武
内
柚
香
里　

遠
藤
蓉
子

大
島
千
佳　
　

城
井
友
幸

久
代
洋
貴　
　

鈴
木
翔
平

谷
口
容
子　
　

永
田
量
子

野
辺　

典

二
年
＝
竹
内
寿
志　

荻
野
奈
保
子

神
原
優
美　
　

小
出
勝
典

小
松
周
平　
　

須
藤
嵩
文

續　

由
生　

波
田
野
悠
夏

服
部
陽
一　

櫃
ノ
上
満
大

三
年
＝
古
川
奈
緒　
　

阿
部
侑
加

岡　

直
毅

四
年
＝
古
館
絵
麻　

大
竹
由
佳
子

金
子
陽
祐　
　

渡
會
侑
子

五
年
＝
平
形
智
佳　
　

藤
井
友
紀

六
年
＝
野
本
高
志　

大
木
亜
悠
子

川
又
崇
彦　
　

高
橋　

悠

高
橋
理
恵
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〈
歯
鏡
〉
三
月
十
一
日
、
生
命

歯
学
部
で
は
記
念
す
べ
き
第

一
〇
〇
回
卒
業
式
を
挙
行
、

一
階
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
は

恒
例
の
校
友
会
歯
学
会
入
会

歓
迎
会
が
開
か
れ
た
▽
午
後

一
時
す
ぎ
、
学
位
記
と
記
念

品
を
手
に
し
た
卒
業
生
た
ち

が
、
帰
路
に
つ
き
は
じ
め
る

▽
午
後
二
時
四
十
六
分
、
三

陸
沖
を
震
源
と
す
る
Ｍ
九
・
〇

の
巨
大
地
震
が
発
生
、
東
京

都
内
は
震
度
五
強
を
観
測

し
た
▽
首
都
圏
の
Ｊ
Ｒ
線
、

私
鉄
、
地
下
鉄
と
も
全
面
ス

ト
ッ
プ
▽
早
稲
田
通
り
は
車

が
数
珠
つ
な
ぎ
と
な
り
、
夕

方
か
ら
は
徒
歩
で
帰
宅
す
る

人
た
ち
で
あ
ふ
れ
る
▽
本
学

で
は
住
友
雅
人
生
命
歯
学
部

長
を
中
心
に
、
た
だ
ち
に
建

物
の
被
害
状
況
を
点
検
し
、

帰
宅
困
難
者
へ
の
対
策
を
協

議
す
る
▽
全
員
に
毛
布
や
食

糧
を
配
る
。
約
一
六
〇
名
の
学

生
・
教
職
員
が
、
本
館
と
附
属

病
院
で
一
夜
を
過
ご
し
た
。


